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京大 ･理 玉 垣 良
現在,共同利用研の将来,全国的規模でみた場合の研究システムの将来像 といった問題について,学術
会議の物理学研究連絡委員会 (物研連 )のレベルで検討が行われている｡こ でゝは,原子核専門委員会
(核専委 )の状況 1),2)を主にしてお話 しする｡今迄のところでは,基研は直接議論の対象になっていな
いが,基研の周辺状況として注意深 く考慮に入れる必要があることが多いので,参考にして項きたい｡
1. はじめに



















2.核専委とその将来計画W(〕での討論から - 大型ハ ドロン計画と核研理論部の将来 -
このW(]での主要問題の一つは,原子核分野 (狭義 )の将来計画- 阪大核物理研究センターのサイク

































構想が原子核研究ブル･-プの中で詰められてきた状況において, 大型ハ ドロン計画 7)を実現する新研究
所においては,実験と理論が共にあるのは当然という認識は,W(]及び核専委の大勢となった｡




































































4)大ハ ドロン計画ワーキンググループ同加速器タスク･フォース, ｢大- ドロン加速器提案書｣(1986
年4月 )｡
5)核研理論専門委員会, ｢核研のあり方に関する討論のまとめ｣資料1p.220
6) ｢原子核分野の将来計画の進め方 (莱 )｣,資料lp.20-210







































































い｡これまで pureなものとして IAPを議論 してきたが,核研としては上のようなことを含めて
考えねばならない｡
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